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主に理論物理などに現れる無限次元代数の表現論を研究している .特にア

フィ ン Kac-Moody代数や Virasoro代数などの無限次元 Lie環， その仲間で
ある W 代数の表現を中心に研究している . また , これらの代数系を統一的に
扱う枠組みである頂点代数の理論やその応用も研究の対象である .
頂点代数は本来物理学における二次元の共形場理論を代数的に定式化す

る枠組みとして導入されたが， 最近に頂点代数と高次元の場の理論との新し
い関係が最近次々と明らかになり ， 物理学者・ 数学者双方にとってホッ ト な
話題になっている . このよう な最近の進展において , 最も重要な役割を果た
している代数系の一つがW 代数である .さらに , Gaitsgory等の仕事により急
速に進展している (量子)幾何学的Langlands対応においても , W 代数は本質
的な役割を果たすことが知られている .
一方, W 代数に関しては未だ多く の未解決問題が存在し , そのことがW

代数の応用を著しく 困難にしてきた . しかし , 今世紀に入ってから , 我々が得
た結果 [1–4]などにより , W 代数の理解が格段に進んだ . さらに比較的最近
Thomas Creutzigと Andrew Linshawとの共同研究の結果 [7]が加わり , 少な
く とも主冪零軌道に付随する W 代数に関しては応用段階に入ったと言う こ
とができる . さらに , A型の全ての冪零軌道と DE型の副正則冪零軌道に付
随する例外W代数の有理性を証明することにも成功した ([10]).
一方, (全く 別の動機で行った)Anne Moreauとの共同研究 [5]の結果を受

け , 物理学者Beem-Rastelliは, 我々が随伴多様体と呼ぶ頂点代数の不変量が,
素粒子論における 4D/2D双対性において四次元の N = 2超対称性超共型
場理論のヒッグス枝として現れるという , 驚く べき関係を明らかにした . こ
れを受け , [6]では川節和哉と共に擬平滑頂点代数の概念を導入し ， 四次元の
N = 2超対称性超共型場理論のシューア指数が保型性を持つことを示した .
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